
Special Future

Trim（株）、レスポンシブルイグジットへの道

Trim株式会社
https://trim-inc.com/

2015年設立。「よりよい子育て環境を提供する」をミッションに、完全個室型

ベビーケアルーム「mamaro」などの開発・販売を展開。商業施設や公共施設

への設置を通じ、子育て世代の外出時の負担軽減に貢献しています。

	 7 — 8

青木  Trimの最近の業績はいかがですか？

長谷川  9期は安定した黒字体質を維持しています。営業利益は

目標以上で、予算達成率223％。キャッシュフローも改善し、昨

期に続き、安定した経営を実現できたかなと思っています。レ

ンタル事業も予算対比106.8％と伸びました。ユーザー数も増え

てきて、おかげさまで累計利用回数は112万8,412回（2024年10月

末時点）となりました。

　さらに、今期は2つのプロジェクトを展開しました。既存授

乳室をmamaro風にプロデュースしてほしいという依頼を東

京ドームからいただき、Trimが持つ授乳室の情報を総動員し

て、ユーザーが求めるベビーケアルーム「mamaro spot」として

リニューアルしました。mamaro spotには、背もたれ部分が稼

働可能で、授乳、おむつ替え、体重測定が1台でできるソファ、

「mamaro sofa」も導入しています。

　もう1つの新プロジェクトは、屋外型mamaroの「mamaro 

solana」です。エアコンが付いているので、動物園や公園、遊

園地などに設置いただきました。道の駅やイベントにも設置い

ただき、屋外型が製品化されたことで可能性が広がりました。

mamaroの中に設置されているモニターへの広告配信事業も、

年間出稿による安定した収益化が達成できました。全てが利益

につながる形で、事業が進捗しています。

青木  素晴らしいですね。こんなに順調なら、単独上場もでき

たのではないかと言われませんか？なぜM＆Aに踏み切ったの

でしょうか。

長谷川  単独上場もできなくはなさそうだったのですが、時価

総額の試算をしたところ、思ったより大きくならなそうだなと

いう感想でした。一方で、これはちょっと資本の原理からは外

れますが、mamaroのユーザーが株主になれたら素敵だなとい

う思いもありました。僕が大事にしている「Pay it forward」につ

ながっていくなと思っていたので、しばらくIPOとM＆Aを並

行して検討していましたね。

青木  そこはかなり議論しましたよね。IPOそのものが目的な

のではなく、パブリックカンパニーになることで、よりサービ

スを知ってもらえたり使ってもらえたりすることを意識してい

ました。

Responsible Exit

長谷川  そんななか、今回のご縁がありました。INFORICHは

Trimとほぼ創業同期ですが、我々の10倍以上の利益、売上で言

うともっと出していて、すごいなと思いました。また、すでに香

港や英国などにグループ会社や子会社があり、最初からグロー

バルでやっていくというスタンスを取られてきたことにも刺激

を受けました。今この瞬間にも世界中で子どもは生まれている

ので、そこに最速でリーチするほうが社会的意義があり、自分

たちがやりたいことなのではないかと思いました。

青木  イグジットを考えるとき、改めてTrimのロジックモデル

を見直して、INFORICHと一緒になった際にロジックモデルが

どう変わるか議論しましたよね。もともとは「Trimが作りたい世

Theory of Problem:ToP Theory of Change:ToC

KPI①累計設置台数の増大 KPI②累計利用回数の増大
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ITサービスやハードウェアなどを用い、授乳室不足の解消など子育て環境
による課題を解消し、よりよい子育て世界環境を提供できている状態

授乳室不足により、お母さんが乳幼児連れの外出を負担に感じたり、外出を
控えるような社会で、子育てに優しくない社会
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長谷川 裕介
Trim株式会社
代表取締役社長

青木 武士
株式会社キャピタルメディカ・ベンチャーズ

代表取締役

対談
作りたい世界に近づくためのM＆A
レスポンシブルイグジット

INFORICH社との提携によるロジックモデルの変化

単独上場ではなくM＆Aを選んだ理由

ヘルスケア・ニューフロンティア・ファンドの投資先であるTrim株式会社（以下、Trim）は2024年11月8
日、モバイルバッテリーのシェアリングサービス「ChargeSPOT®」を運営する株式会社INFORICH（以下、
INFORICH）に株式の73.06％を譲渡。Trimが提供する完全個室ベビーケアルーム「mamaro」などのプロジェ
クトをさらに加速するレスポンシブルイグジットを実現しました。今回は、Trim代表の長谷川裕介氏（以下、
長谷川）と、株式会社キャピタルメディカ・ベンチャーズ（以下、CMV）代表取締役の青木武士（以下、青木）が、
本M＆Aに至るまでに乗り越えた危機や、さらなる展望について話しました。
※ChargeSPOT®は株式会社 INFORICHの登録商標です。

※ 追加されたもの
変化したもの
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青木  我々が支援を始めたのは、3期ですかね。

長谷川  はい、3期で資金を入れていただきました。そして、一

気に溶かしました。青木さんには、隔週1回と毎月1回の定例ミー

ティングをしてもらっていました。僕がなかなか計画を達成で

きず、厳しい話が続いたのですが、あるとき社員の提案で、一緒

にキャンプに行きました。そこで毎週の1on1電話ミーティング

をお願いしたんですよね。1on1を始めてから、青木さんの考え

ていることが理解できるようになりました。「社会的に良い事業

だからこそ、経済的に弱いのを言い訳にするのは良くないよね」

と言っていただいたのが印象的です。僕も弱いところを含めて

見せられるようになり、そのころから伴走を実感するようにな

りました。

　投資いただいているところはいくつかあるのですが、青木さ

んほど濃いコミュニケーションを取れているところは他にない

ですね。経営者のマインドを育てるような向き合い方をしてく

れたのは、青木さんが初めてだったかなと思います。

青木  振り返ると、当初は何が悪くて数字が伸びないのか、長

谷川さんも僕も分からなくて、お互い焦りが募っていく感じ

だったと思います。投資しても、すぐキャッシュがなくなりま

すし……。キャンプではお互いの考えていることが分かって、

同じ方向を向けた感覚がありました。

長谷川  青木さんに救っていただいたと思っています。最初は

ただ「厳しく言われている」と思っていたけれど、青木さんの考

えを少しずつインストールできたことで、何を意図して質問さ

れているのかが分かるようになり、強くなりました。

青木  チームの関係を見ていて思ったのが、財務的な数字を追

いかけるうえで「自分たちは社会にとても良いことをしている」

という前提があるのが強いですね。儲けることへの否定感が皆

さん全くないですもんね。

長谷川  僕らのビジネスモデルは、支援したい対象者からお金を

もらうモデルではありません。「売れば売るほど社会がハッピーに

なる」と社員全員が思えているところが気に入っています。

青木  それ、本当にすごいことだと思います。

長谷川  言葉として言うだけでなく、ロジックモデルの図に分

かりやすく見える化したことで、対外的にも内部的にもロジカ

ルに分かりやすくなったのが良かったです。思考の整理にもな

りますし、「今、僕らはどこまで行けているのか」がブレなくな

るので良かったです。「こうすることで何が変わるのか」とか、

新しいことをするときも見える化されているので議論がしやす

いですね。

青木  Trimのビジョン、ミッション、創業期に掲げた「Pay it 

forward」に向けて、確実に成長していますね。今回のINFORICH

とのM&Aを通じた提携によって、さらに世界に向けて広がって

いることも分かりました。Trimとして、次のステージはどんな

ことを考えていますか。

長谷川  まずは親会社に追いつくところですね。僕らも世界に

進出して、同じインフラ事業として遜色ないところまで追いつ

き、できれば追い越していきたいです。創業同期、社長の年齢も

近くて、負けていられないなと思うし、刺激をいただきながら

良いシナジーを生んでいきたいです。

青木  もう順風満帆ですね。ですが振り返ると、経営危機、い

くつかありましたよね。2年くらい前の今ごろは、毎週のミー

ティングで「キャッシュがあといくらで……」ってやってまし

たよね。2022年が一番危機的状況だったでしょうか。

長谷川  そうですね。一番厳しかったのが2年前の7期ですね。

月によってはキャッシュが底をつきかけていて、資金調達もで

きませんでした。本気でピンチだったので、役員報酬に手を付

けざるを得なくなり、社員にも全ての危機を共有しました。い

ろんな構造改革を経て、何とか強くなったなと思っています。

青木  7期の最大のピンチ以降はチームが安定していますが、

その前は問題もありましたね。組織、何回崩壊したか、という感

じですよね。マネジメントについて、過去の長谷川さんに声を

かけるなら、何て言いますか？

長谷川  「褒めや」ですかね（笑）。僕は起業前、30人弱の部下を

抱えるサラリーマンだったこともあり、社長になってからも「こ

の目標に対して、しっかり数字を作ってやっていこう」と中間

管理職的なマネジメントをしてしまっていました。「こういうビ

ジョンで、こういう世界を作りたい」という姿勢が弱かったなと

思います。

青木  私たちとはビジョンの話もたくさんしていたけれど、社

員にはあまりできていなかったんですね。

資金の谷底、組織崩壊
何度も乗り越えた経営危機

経営者のマインドを育てる
CMVの伴走力

長谷川  社外発信は力を入れていたけれど、社内発信ができて

いなかったので、「社長が何を考えているか分からない」「何をし

ているか分からない」とよく言われていました。最大のピンチを

一緒に乗り越えた今の社員は、腹を割って全てを見せてしまっ

ているので、家族のような存在です。それ以降は離脱もないで

すね。でも本当に、組織は失敗しまくってます。

界」を意味する「Theory of Change」のところに「子育て環境の

カイゼンにより、よりよい子育て社会環境を提供していきたい」

と掲げていました。それがINFORICHと提携することで、Trim

の世界観は「よりよい子育て社会環境」から「よりよい子育て世

界環境」に変わることが分かりました（P8・図）。

長谷川  はい、今はジョインしてまだ2カ月といったところです

が、さっそくグローバルな動きが出てきています。先日あった

ベルギーからの問い合わせは、これまでなら「英語は得意ではな

いし」と二の足を踏んでいたと思います。しかし今回はミーティ

ングにINFORICHの役員が参加してくれたので、ベルギーや英

国で展開する話がどんどん進みました。海外展開のために僕ら

が英国に子会社を作るとしたら、それだけで何年もかかります

が、INFORICHはもう持っています。クリアしなくてはいけな

い、いくつものポイントがすでにクリアされているのが非常に

大きいです。

　一方で今回のM＆Aは、INFORICHのやっている「ChargeSPOT」

という事業にもシナジーがありました。実は「ChargeSPOT」と

mamaroは施設内の同じような場所に設置されることが多くあり

ました。ですから、同じようなターゲットに営業しています。そ

このシナジーが見込めるのは双方にとって良かったことだと思

います。

青木  INFORICHにもしっかりメリットがあるんですね。これ

は改めて、素晴らしいことですね。

　今回のM＆Aは、単なるイグジットではなく次のステージに

行くための一手だと認識しています。株主の経済的リターンを

超えて、投資先企業のビジネスモデルの価値を理解し、持続的

な社会インパクトを生み出す成長のビジョンを共有される企業

に株式を譲渡することを、インパクト投資家は「レスポンシブル

イグジット」と呼びます。今回は、事業をより成長させていく、

ビジョン・ミッションを理解してくれて、Trimが作りたい世界

に近づくためのM＆Aができたという印象なので、まさにレス

ポンシブルイグジットだと考えています。

長谷川  M＆Aはバリュエーションが下がる傾向にあるので、

IPOよりM＆Aを推奨する投資家は少ないと思います。でも、「作

りたい世界に近づくためのM＆A」という選択肢を僕の思考の

池に投げ入れてくれたのは青木さんです。その提案がなければ、

僕はいまだに単独上場を目指していたかもしれません。




